
策

額と差異が生じている

名

場合もあります。

道路 基本目標 快適で暮ら

No. 事務事業名

し

活動内容 コスト（事業

や

費：千円）

錦田大場線

す

道路改良事業 令和　２

い

年度 令和　３年度 令和

ま

　３年度 令和　４年度

ち

令和　２年度 令和　３

要

年度 令和　３年度 令和

施

　４年度
活動指標名 単

策

位
実績 計画 実績 計画 決

の

算 当初予算 決算 当初予

目

算
全体事業概要

①
道路

的

整備延長（累計） ｍ 7

安

18 735 787
錦田

全

大場線は、歩道が未整

で

備であることから錦田

快

こど 計画延長×累計事

適

業費/
も園、錦田小学

な

校、向山小学校等の通

道

学児童等の安全 総事業

路

費 0 4,513 27,

を

340 115,523

整

に配慮した道路整備を

備

計画的に実施していく

す

。
②　

令和　５年度の

る

優先度

③2 　□ Ａ　

こ

　　 □ Ｂ　　　 

と

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

に

　

計画していた以上に

よ

事業が進展している。

り

■ 計画どおり   

、

令和　３年度
□ 遅延

交

         
の

通

評価
□ 進展なし  

ネ

   

■ 維持　□ 

ッ

拡大 計画的に整備を進

ト

める。
事業区分 □ 自

ワ

治事務   □ 法定

ー

受託   □ その他

ク

今後の方向性 □ 縮小

を

　□ 改善
（改善措置

構

等）□ 休止　□ 終

築

了
計画対象 ■ 実施計

し

画査定対象  □ 行

、

政改革対象 
□ 廃止

交

　　　　 

通混雑の緩和や産業の活性化につなげること。

施策の方向 生活道路の整備

一部、橋梁点検で計画遅延があったものの、道路改良事業や橋梁修繕事業は計画以上の進展があり、快適な歩行者空間の確保と交通の利便性・快適性の向上、生活道路
■ 計画どおり   

令和　３年度 の安全性の向上に寄与した。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も繰越事業と併せて計画的に事業を推進していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

一般市道整備事

1

業 令和　２年度 令和　

頁

３年度 令和　３年度 令

令

和　４年度 令和　２年

和

度 令和　３年度 令和　

 

３年度 令和　４年度
活

3

動指標名 単位
実績 計画

年

実績 計画 決算 当初予算

度

決算 当初予算
全体事業

　

概要
①

一般市道改良延

　

長 ｍ 140,830 1

事

40,947 142,

務

630
安全で交通の利

事

便に配慮した道づくり

業

を目指すため、 （昭和

評

51年からの累計）
用

価

地調査・用地復元・測

表

量委託及び道路拡幅工

（

事、側 0 258,80

個

0 235,375 33

票

9,020
溝・路肩の

）

改良工事、さらに舗装

課

新設打替え工事等を
②

名

実施し、市道の整備を

都

図る。
　 令和　５年度

市

の優先度

③1 　□ Ａ

基

　　　 □ Ｂ　　　

盤

 □ Ｃ　　　 □ 

部

Ｄ　

計画していた以上

土

に事業が進展している

木

。
■ 計画どおり  

課

 
令和　３年度

□ 遅

作

延         

成

の評価
□ 進展なし 

日

    

■ 維持　□

令

 拡大 計画的に整備を

和

進める。
事業区分 □ 

　

自治事務   □ 法

４

定受託   □ その

年

他
今後の方向性 □ 縮

　

小　□ 改善
（改善措

８

置等）□ 休止　□ 

月

終了
計画対象 ■ 実施

　

計画査定対象  □ 

５

行政改革対象 
□ 廃

日

止　　　　 

※決算額

概

については、端数処理

施

により、他資料の決算



策

ります。

名 道路 基本目標 快適で

No

暮

. 事務事業名 活動内容

ら

コスト（事業費：千円

し

）

一般橋梁整備事業 令

や

和　２年度 令和　３年

す

度 令和　３年度 令和　

い

４年度 令和　２年度 令

ま

和　３年度 令和　３年

ち

度 令和　４年度
活動指

要

標名 単位
実績 計画 実績

施

計画 決算 当初予算 決算

策

当初予算
全体事業概要

の

①
橋梁の修繕件数（累

目

計） 箇所 25 26 33

的

三島市橋梁長寿命化修

安

繕計画に基づき、三島

全

市が管理
する2ｍ以上

で

の橋梁の延命化を図る

快

ため、点検や修繕 0 1

適

38,774 230,

な

145 141,869

道

、更新工事を実施する

路

。
②

道路定期点検にお

を

ける点 箇所 50 43 7

整

1
検橋梁数

令和　５年

備

度の優先度

③4 　□ 

す

Ａ　　　 □ Ｂ　　

る

　 □ Ｃ　　　 □

こ

 Ｄ　

橋梁修繕につい

と

ては、計画していた以

に

上に事業が進展してい

よ

る。
□ 計画どおり 

り

  
令和　３年度 橋梁

、

の点検については、計

交

画の50箇所に対し、

通

実績は43箇所となっ

ネ

た。実績が減った理由

ッ

としては、2月に湧水

ト

■ 遅延      

ワ

   
の評価 が減らず

ー

点検可能な水位まで下

ク

がらなかったことから

を

2箇所の点検予定の遅

構

れにより、14箇所の

築

点検業務等が次
□ 進

し

展なし     
年度

、

繰り越しとなったため

交

である。
■ 維持　□

通

 拡大 橋梁修繕につい

混

ては、計画的に整備を

雑

進める。
事業区分 □ 

の

自治事務   □ 法

緩

定受託   □ その

和

他
今後の方向性 □ 縮

や

小　□ 改善 橋梁の点

産

検については、令和3

業

年度からの繰り越し分

の

と令和4年度分を計画

活

どおり進めていく。
（

性

改善措置等）□ 休止

化

　□ 終了
計画対象 ■

に

 実施計画査定対象 

つ

 □ 行政改革対象 

な

□ 廃止　　　　 

げること。

施策の方向 生活道路の整備

一部、橋梁点検で計画遅延があったものの、道路改良事業や橋梁修繕事業は計画以上の進展があり、快適な歩行者空間の確保と交通の利便性・快適性の向上、生活道路
■ 計画どおり   

令和　３年度 の安全性の向上に寄与した。
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も繰越事業と併せて計画的に事業を推進していく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

文教町幸原線道

2

路改良事業 令和　２年

頁

度 令和　３年度 令和　

令

３年度 令和　４年度 令

和

和　２年度 令和　３年

 

度 令和　３年度 令和　

3

４年度
活動指標名 単位

年

実績 計画 実績 計画 決算

度

当初予算 決算 当初予算

　

全体事業概要
①

道路整

　

備延長（累計） ｍ 32

事

6 360 354
文教町

務

幸原線は、見通しが悪

事

く狭あいな道路である

業

が 計画延長×累計事業

評

費/
、周辺の大学、高

価

校、小中学校の通学路

表

であることか 総事業費

（

0 27,864 858

個

30,424
ら道路の

票

拡幅及び線形改善をす

）

ることで道路利用者の

課

②安全を確保する。
 

名

令和　５年度の優先度

都

③3 　□ Ａ　　　 

市

□ Ｂ　　　 □ Ｃ

基

　　　 □ Ｄ　

計画

盤

していた以上に事業が

部

進展している。
■ 計

土

画どおり   
令和　

木

３年度
□ 遅延   

課

      
の評価

□

作

 進展なし     

成

■ 維持　□ 拡大 計

日

画的に整備を進める。

令

事業区分 □ 自治事務

和

   □ 法定受託 

　

  □ その他
今後の

４

方向性 □ 縮小　□ 

年

改善
（改善措置等）□

　

 休止　□ 終了
計画

８

対象 ■ 実施計画査定

月

対象  □ 行政改革

　

対象 
□ 廃止　　　

５

　 

※決算額について

日

は、端数処理により、

概

他資料の決算額と差異

施

が生じている場合もあ


